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吉川代表

大阪市

介
護
予
防
を
独
自
に
推
進

25
年
度
予
算
案
に
約
５
億
円

特
養
施
設
・
定
員
数
微
増

社
福
法
人
の
新
設
は
鈍
化

厚
労
省

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、
２
０
２
３
年
度
「
福
祉

行
政
報
告
例
」
を
取
り
ま
と

め
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
施
設
数
は
前
年
度
か
ら
44

施
設
増
の
１
万
６
０
６
施
設

（
対
前
年
度
比
０
・
４
％
増
）、

定
員
は
４
３
０
０
人
増
の
66

万
２
７
６
３
人（
同
０
・
７
％

増
）
と
、
施
設
数
・
定
員
数

と
も
に
微
増
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
除
く

老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
数
は
、

１
万
３
８
６
８
施
設
で
、
前

年
度
か
ら
45
施
設
（
０
・

３
％
）
増
加
。
定
員
数
も
３

７
６
９
人
増
え
、
81
万
８
９

２
８
人
（
０
・
５
％
増
）
と

な
っ
た
。

　

仙
台
市
は
こ
の
ほ
ど
、
２

０
２
５
年
度
予
算
案
を
公
表

し
た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
処
遇
改
善
を

通
じ
、
安
定
的
な
運
営
と
質

の
向
上
に
つ
な
げ
る
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
体

制
強
化
」
を
新
規
事
業
と
し

て
行
う
。

　

市
内
に
53
カ
所
あ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
す
べ

て
民
間
に
委
託
し
て
お
り
、

３
職
種
（
保
健
師
・
社
会
福

祉
士
・
主
任
介
護
支
援
専
門

員
）
の
基
本
配
置
人
数
１
人

あ
た
り
50
万
円
を
委
託
料
に

上
乗
せ
す
る
。
予
算
額
と
し

て
約
８
６
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

　

今
回
の
事
業
は
、
昨
今
の

人
材
不
足
な
ど
の
課
題
を
踏

ま
え
、
職
員
の
定
着
率
を
上

げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
行

う
。
上
乗
せ
分
は
原
則
人
件

費
の
増
額
分
に
充
て
る
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
法
人
内
で

独
自
に
処
遇
改
善
を
実
施
し

て
い
る
事
業
所
な
ど
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
人
件
費
の
赤
字
分

に
充
当
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
詳
細
は
今
後
詰
め
て

い
く
と
い
う
。

関
心
の
な
か
っ
た
層
に
も
参

加
を
促
進
す
る
の
が
目
的

だ
。介
護
予
防
を「
知
る
」「
始

め
て
み
る
」「
楽
し
む
」「
広

げ
る
」
の
４
つ
の
柱
で
実
施

す
る
。

　
「
始
め
て
み
る
」
の
一
環

と
し
て
、
一
般
の
高
齢
者
向

け
に
は
、
運
動
習
慣
の
習
得

な
ど
を
支
援
す
る
大
阪
府
管

理
・
運
営
の
ア
プ
リ
「
ア
ス

マ
イ
ル
」
に
、
市
独
自
に
、

１
日
６
千
歩
以
上
歩
く
と
ポ

イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
電
子
マ

ネ
ー
に
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
。

　

運
動
習
慣
を
身
に
着
け
る

た
め
前
期
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
「
貯
筋
」
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室
を
24
区
す
べ
て
で
新

た
に
開
催
。
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人
の
う
ち
転

倒
・
骨
折
リ
ス
ク
が
高
い
75

歳
以
上
高
齢
者
に
は
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

　

大
阪
市
は
来
年
度
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
介
護
予
防
に
関

心
の
な
か
っ
た
市
民
な
ど
を

対
象
に
、
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
総
合
的
に
推
進
す
る

新
規
事
業
「〝
す
か
い
〞
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
す
る
。

来
年
度
予
算
案
に
介
護
保
険

の
会
計
も
含
む
４
億
９
４
０

０
万
円
を
計
上
し
、
元
気
高

齢
者
や
筋
力
低
下
の
あ
る
高

齢
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
層
に

取
り
組
み
を
働
き
か
け
る
。

　
〝
す
か
い
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、「
す
こ
や
か
に　

か

い
ご
予
防
で　

い
い
人
生
」

の
略
称
。
大
阪
市
は
要
介
護

認
定
率
が
高
く
、
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
は
１
号

保
険
料
が
全
国
で
最
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ

り
さ
ら
に
要
介
護
認
定
率
の

上
昇
が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ

れ
ま
で
介
護
予
防
に
あ
ま
り

　

日
本
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
協
会
（
新
宿
区
、
河

﨑
茂
子
会
長
）
は
25
日
、「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
防
災
を
考

え
る
〜
災
害
教
訓
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
手
掛
か
り
に
〜
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
千
代

田
区
で
開
催
し
た
。
２
０
１

９
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
被

災
し
た
埼
玉
県
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｈ
）
で
定
期
的

な
避
難
訓
練
を
し
て
い
た
こ

と
で
迅
速
に
避
難
で
き
た
事

例
を
紹
介
。
事
業
所
の
周
辺

に
あ
る
山
や
川
、
海
岸
、
建

物
な
ど
の
位
置
か
ら
被
害
の

状
況
を
想
定
し
、
日
頃
か
ら

避
難
場
所
を
設
定
し
て
お
く

こ
と
な
ど
を
呼
び
か
け
た
。

　

防
災
対
策
を
専
門
と
し
た

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
な
ど

を
行
っ
て
い
る
防
災
都
市
計

画
研
究
所
（
千
代
田
区
）
の

吉
川
忠
寛
代
表
が
登
壇
し
、

Ｇ
Ｈ
の
防
災
対
策
に
お
い
て

入
居
者
の
避
難
誘
導
の
遅
れ

が
課
題
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
台
風
19
号
が

発
生
し
た
際
に
早
い
段
階
で

避
難
指
示
を
出
し
た
こ
と
で
、

安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
麦
倉

ひ
ば
り
の
里
（
埼
玉
県
加
須

市
）
の
事
例
を
紹
介
。
同
Ｇ

Ｈ
は
２
つ
の
大
河
川
に
挟
ま

れ
て
お
り
、
洪
水
が
起
き
た

際
の
被
害
状
況
と
し
て
10
ｍ

以
上
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て

い
た
。
地
域
に
台
風
が
上
陸

し
た
10
月
12
日
に
事
業
所
付

近
に
あ
る
河
川
の
水
位
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

翌
朝
に
は
職
員
に
入
居
者
の

昼
食
を
早
め
に
済
ま
せ
て
避

難
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。

昼
頃
に
は
避
難
を
開
始
し
、

包
括
セ
ン
タ
ー
に
支
援

３
職
種
に
１
人
50
万
円

防
災
の
鍵
は
被
災
状
況
を
想
像
す
る
力

日
本
認
知
症
Ｇ
Ｈ
協
会
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

仙 台 市
25年度予算案

河
川
か
ら
離
れ
た
安
全
な
地

区
に
あ
る
Ｇ
Ｈ
に
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
被
災
の
2

週
間
前
に
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
入
居
者

の
避
難
誘
導
も
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
た
と
い
う
。

　

介
護
事
業
所
は
原
則
２
０

２
３
年
度
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

策
定
し
て
い
る
。
吉
川
代
表

は
策
定
し
た
計
画
を
踏
ま
え

て
「
事
業
所
が
あ
る
地
域
か

ら
被
災
状
況
を
想
定
し
、
避

難
場
所
や
避
難
経
路
の
設

定
、
定
期
的
な
訓
練
を
行
う

こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
た
。

　
「
Ｐ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
そ
れ
は
リ
フ
ォ
ー
ム
実

績
年
間
２
万
件
以
上
を
誇
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ

ジ
フ
リ
ー
の
社
員
が
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
人

間
力
」「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
力
」
を

競
い
合
う
、
年
に
１
度
の
社
内
コ
ン
テ
ス
ト
だ
。

２
０
０
１
年
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
東
北

リ
フ
ォ
ー
ム
課
の
住
環
境
プ
ラ

ン
ナ
ー
前
田
光
雄
さ
ん
が
手
が

け
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

90
歳
台
の
Ｓ
さ
ん
（
女
性
）
は
息
子
と
二
人
暮

ら
し
。
自
宅
で
転
倒
し
、
腰
椎
を
圧
迫
骨
折
し
て

入
院
と
な
っ
た
。
４
カ
月
後
に
退
院
す
る
目
途
が

立
っ
た
時
点
で
、
主
介
護
者
で
あ
る
息
子
が
「
退

院
後
、
車
い
す
生
活
と
な
る
母
が
快
適
に
生
活
で

き
る
環
境
に
整
え
た
い
」
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

相
談
し
、
前
田
さ
ん
が
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
が
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｓ
さ
ん
は
要
介
護
４
で
日
常
生
活
の
ほ
ぼ
全
般

に
わ
た
り
介
助
が
必
要
。
退
院
後
の
希
望
は
、
極

力
ト
イ
レ
で
排
泄
す
る
こ
と
と
、
安
全
に
外
出
す

る
こ
と
、寝
室
の
寒
さ
解
消
な
ど
だ
っ
た
。一
方
、

息
子
も
ト
イ
レ
を
始
め
自
宅
の
全
て
の
部
屋
の
段

差
を
な
く
し
て
母
親
が
安
全
に
車
い
す
で
移
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
夏
場
は
毎
日
シ
ャ

ワ
ー
浴
を
介
助
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
話
し
た
。

　

前
田
さ
ん
が
家
屋
内
外
の
環
境
を
ア
セ
ス
メ
ン

ト
す
る
と
、
各
部
屋
の
段
差
を
始
め
ト
イ
レ
の
間
口

が
狭
く
介
助
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
、
寝
室
の
窓

が
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

と
障
子
戸
の
た
め

冷
気
が
伝
わ
り
や

す
い
室
内
環
境
で

あ
る
こ
と
な
ど
を

確
認
。
各
部
屋
の

段
差
解
消
も
必
要

だ
っ
た
。
ま
た
、

屋
外
に
も
倒
壊
の

リ
ス
ク
が
あ
る
塀

広 告
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――たくさんの会話が
　　生まれる住まい

Ｑ
Ｏ
Ｌ
リ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
す
ぐ
り  

10

や
車
い
す
に
と
っ
て

危
険
な
割
れ
た
タ
イ

ル
な
ど
、
工
事
が
必

要
な
個
所
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
も
っ
と

重
要
な
気
づ
き
が

あ
っ
た
。
超
高
齢
の

Ｓ
さ
ん
の
生
き
が
い

は
、
息
子
や
訪
問
す

る
ヘ
ル
パ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と
の
会

話
で
あ
る
こ
と
だ
。「
単
に
介
助
し
や
す
い
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
や
段
差
解
消
だ
け
で
は
な
く
、
会
話
が

減
ら
な
い
よ
う
、
孤
立
し
な
い
生
活
を
続
け
る
こ

と
も
大
切
に
し
た
い
」。そ
う
考
え
た
前
田
さ
ん
は
、

短
期
目
標
に
車
い
す
や
歩
行
器
で
の
安
全
な
移
動

と
Ｔ
さ
ん
の
介
助
が
可
能
な
環
境
に
す
る
こ
と
を

掲
げ
、
さ
ら
に
長
期
目
標
に
は
言
語
機
能
維
持
の
た

め
の
外
出
機
会
を
増
や
す
こ
と
と
、
サ
ー
ク
ル
仲

間
と
の
自
宅
で
の
お
茶
会
の
再
開
を
設
定
し
た
。

段
差
を
な
く
し
て
動
線
を
快
適
に
し
た
ほ
か
、
ト

イ
レ
や
洗
面
に
上
吊
引
き
戸
を
作
用
し
て
介
助
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
、
寝
室
に
内
窓
を
付
け
て
断
熱
す

る
な
ど
ど
の
空
間
で
も
Ｔ
さ
ん
と
Ｓ
さ
ん
が
快
適

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー
ム
。ま
た
、ス
ロ
ー

プ
や
徘
徊
感
知
器
な
ど
福
祉
用
具
の
活
用
も
提
案

し
た
。
退
院
後
か
ら
４
カ
月
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
は
、
暖
か
く
快
適
な
住
ま
い
で
親
子
の
対
話
が

増
え
た
こ
と
に
喜
ぶ
Ｓ
さ
ん
、
介
助
が
楽
に
な
っ

た
と
笑
顔
の
息
子
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

前
田
さ
ん
は
「
動
線
範
囲
も
最
小
限
の
整
頓
で

思
い
出
の
品
を
片
付
け
る
こ
と
な
ど
は
敢
え
て
し

な
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
会
話
が
生
ま
れ
る
空
間

の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」と
、総
括
し
た
。

　

黒
田
能
隆
統
括
部
長
は
、「
単
に
住
ま
い
の
バ

リ
ア
を
解
消
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活

に
着
目
し
ご
家
族
と
の
会
話
や
ご
近
所
様
と
の
つ

な
が
り
に
も
配
慮
し
た
良
い
プ
ラ
ン
。
何
よ
り
念

入
り
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
事
で
導
き
出
せ
た

結
果
」
と
評
価
し
た
。
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前田さん
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